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⑨授業９：AI リテラシーと公務員試験 AI 対策‐１ 

 

 

 

授業の位置づけ 

AI リテラシー習得を目的として、AI 分野の基礎理解を中心に、生成 AI の仕組み

と学習モデルについて体系的に学習する。 

教材該当項目「１．生成 AI の基礎知識」、「２．生成 AI を構成する要素」 

 「３．進化する機械学習」 

到達目標 

１．生成 AI の概念を整理し、従来型 AI との違いを理解する 

 ２．AI がデータを用いて学習する基本的な仕組みを理解する 

 ３．生成AIを支える代表的な学習モデル（ディープラーニング）の概要を理解 

する 

授業構成 

 教材に沿って図解と具体例を用いながら、段階的に生成AIへの理解を深める。 

使用教材 

 AI リテラシーと公務員試験 AI 対策 

授業進行 

 指導者用授業ガイドに従って授業を進行する。 

評価観点 

 １．生成 AI の基本的な仕組みを正しく理解しているか 

 ２．仕組みを基に、AI の特徴や違いを自分の言葉で説明できるか 

 ３．用語を適切に用いて、内容を整理して述べられるか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

 授業の取り組み姿勢（質疑での発言、改善への取り組み）を基に評価する。 
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□授業進行 

 以下の指導者用ガイドに従って進行する。 
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□使用教材（AI リテラシーと公務員試験 AI 対策） 
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⑩授業 10：AI リテラシーと公務員試験 AI 対策‐２ 

 

  

授業の位置づけ 

AI リテラシー習得を目的として、代表的な生成 AI（ChatGPT、Gemini、

Copilot）の特徴と利用方法を理解し、目的に応じた活用の基礎を学習する。 

 教材該当項目「４．代表的な生成 AI の紹介」 

到達目標 

１．代表的な生成 AI の強みや特徴を整理し、それぞれの違いを理解する 

 ２．生成 AI を利用する際に必要な環境や留意点を理解する 

 ３．生成 AI の基本的な操作を体験し、活用のイメージを持つ 

授業構成 

 教材に沿って各生成 AI の特徴を学習するとともに、利用環境を整える。さら 

に、簡単な操作体験を通して生成 AI の活用への理解を深める。 

使用教材 

 AI リテラシーと公務員試験 AI 対策 

授業進行 

 教材に沿って授業を進行する。 

評価観点 

 １．代表的な生成 AI の強みや特徴を理解し、要点を整理できているか 

 ２．生成 AI の利用条件や注意点を理解しているか 

 ３．生成 AI の基本的な操作を理解し、活用イメージを持てているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

 授業の取り組み姿勢（質疑での発言、改善への取り組み）を基に評価する。 
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□使用教材（AI リテラシーと公務員試験 AI 対策） 
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⑪授業 11：AI リテラシーと公務員試験 AI 対策‐３ 

 

授業の位置づけ 

AI リテラシー習得を目的として、生成 AI を適切に活用するために必要なプロン

プト設計の考え方を学習する。 

教材該当項目「５．プロンプト」 

到達目標 

１．プロンプトの意味と役割を理解し、目的に応じて活用する 

 ２．出力結果に影響する要素を踏まえ、プロンプトを具体化する視点を理解す 

   る 

 ３．プロンプトの基本的な構成要素を理解する 

 ４．プロンプトエンジニアリングの基本的な考え方を理解する 

 ５．生成 AI 利用時の注意点を理解する 

授業構成 

 教材に沿って、プロンプトの基本構造と考え方を、具体例を通して学習し、 

生成 AI 活用に必要な指示の出し方を理解する。 

使用教材 

 AI リテラシーと公務員試験 AI 対策 

授業進行 

 指導者用授業ガイドに従って授業を進行する。 

評価観点 

 １．プロンプトの役割と基本構造を理解しているか 

 ２．目的に応じたプロンプトの工夫の考え方を理解しているか 

 ３．指示内容と出力結果の関係を説明できるか 

 ４．生成 AI 利用における注意点を理解しているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

 授業の取り組み姿勢（質疑での発言、改善への取り組み）を基に評価する。 
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□授業進行 

 以下の指導者用ガイドに従って進行する。 
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□使用教材（AI リテラシーと公務員試験 AI 対策） 
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⑫授業 12：AI リテラシーと公務員試験 AI 対策‐４ 

 

 

授業の位置づけ 

AI リテラシー習得を目的として、生成 AI を安定的かつ安全に活用するためにプ

ロンプトテンプレートとハルシネーションへの対応を学習する。 

教材該当項目「６．プロンプトテンプレート」、「７．ハルシネーション」 

到達目標 

１．目的に応じた適切なプロンプトテンプレートの考え方を理解する 

 ２．ハルシネーションの意味と特徴を理解する 

 ３．ハルシネーションを抑制するための基本的な考え方を理解する 

授業構成 

 教材に沿って、プロンプトテンプレートの活用例およびハルシネーションの実 

例を通して、生成 AI の特徴や注意点への理解を深める。 

使用教材 

 AI リテラシーと公務員試験 AI 対策 

 プロンプト問題集 

授業進行 

 指導者用授業ガイドに従って授業を進行する。 

 なお、プロンプトテンプレートについては教材に沿って授業を行う。 

評価観点 

 １．プロンプトテンプレートの目的と使い方を理解しているか 

 ２．プロンプトテスト（プロンプト問題集より出題）を通して、指示内容と出 

力結果の関係を理解しているか 

 ３．ハルシネーションの内容と危険性を理解しているか 

 ４．生成 AI の出力を検証しながら活用する必要性を理解しているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

 プロンプトテスト結果を基に、目的に応じた指示内容を構成できているか、 

出力結果を予測して適切に修正・工夫できているかを総合的に評価する。 
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□授業進行 

 以下の指導者用ガイドに従って進行する。 

 



82 
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□使用教材（AI リテラシーと公務員試験 AI 対策） 
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□使用教材（プロンプト問題集） 
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⑬授業 13：AI リテラシーと公務員試験 AI 対策‐５ 

 

 

授業の位置づけ 

AI リテラシー習得を目的として、生成 AI および画像生成 AI を適切かつ責任を 

もって活用するために、著作権を含む基礎知識を学習する。 

教材該当項目「８．画像生成 AI」、「９．著作権」、「10．MY 生成 AI」 

 

到達目標 

１．画像生成 AI の仕組みと特徴を理解する 

 ２．画像生成 AI の活用方法と注意事項を理解する 

 ３．著作権に関する基礎的な考え方を理解する 

 ４．MY 生成 AI の仕組みと活用のイメージを理解する 

授業構成 

 教材に沿って、代表的な画像生成 AI の特徴や著作権の具体例を学習し、生成 

AI への理解を深める。 

使用教材 

 AI リテラシーと公務員試験 AI 対策 

授業進行 

 指導者用授業ガイドに従って授業を進行する。 

評価観点 

 １．画像生成 AI の基本的仕組みを理解しているか 

 ２．画像生成 AI の利用上の注意点を理解しているか 

 ３．目的に応じた AI 活用の考え方を理解しているか 

 ４．著作権を含め、責任ある AI 活用の必要性を理解しているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

 授業の取り組み姿勢（質疑での発言、改善への取り組み）を基に評価する。 
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□授業進行 

 以下の指導者用ガイドに従って進行する 
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□使用教材（AI リテラシーと公務員試験 AI 対策） 
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⑭授業 14：AI リテラシーと公務員試験 AI 対策‐６ 

 

 

 

 

授業の位置づけ 

AI を活用した公務員試験対策を目的として、生成 AI を補助的に活用しながら自

己理解を深め、志望動機や自己 PR につなげる方法を学習する。 

教材該当項目「11．自己分析」 

到達目標 

１．自己分析の目的と基本的な考え方を理解する 

 ２．自分自身の強みや弱みを整理し、言語化できる 

 ３．生成 AI を活用して自分を客観的に捉え、自己 PR に活用できる 

授業構成 

 教材に沿って生成 AI を活用して自己認識を深めた上で、志望動機や自己 PR 作 

成につなげる。 

使用教材 

 AI リテラシーと公務員試験 AI 対策 

授業進行 

 指導者用授業ガイドに従って授業を進行する。 

評価観点 

 １．自己分析の目的と基本的な方法を理解しているか 

 ２．自分の経験を自己分析の材料として捉えられているか 

 ３．自分の強みや特徴を整理して説明できているか 

 ４．生成 AI の役割を理解し、補助的なツールとして適切に活用しているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

 授業の取り組み姿勢（質疑での発言、改善への取り組み）を基に評価する。 
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□授業進行 

 以下の指導者用ガイドに従って進行する。 
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□使用教材（AI リテラシーと公務員試験 AI 対策） 
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□使用教材（自己認識プロンプト）  
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⑮授業 15：AI リテラシーと公務員試験 AI 対策‐７ 

 

 

授業の位置づけ 

AI を活用した公務員試験対策を目的として、生成 AI を用いながら、自治体等の 

採用情報や試験傾向を収集・整理・分析する方法を学習する。 

教材該当項目「12．自治体等傾向分析」 

到達目標 

１．自治体等の採用情報を確認・把握する際の視点を理解し、整理できる 

 ２．試験内容や試験形式が変更される可能性があることを理解する 

 ３．生成 AI を活用した情報収集の方法を理解し、活用範囲を判断できる 

 ４．自治体等の情報を整理し、説明できる形にまとめられる 

授業構成 

 教材に沿って、自治体等の採用情報や試験傾向の分析を行い、生成 AI 活用へ 

 の理解を深める。 

使用教材 

 AI リテラシーと公務員試験 AI 対策 

 用語等穴埋め確認テスト 

授業進行 

 指導者用授業ガイドに従って授業を進行する。 

評価観点 

 １．自治体等の採用情報の見方を正しく理解しているか 

 ２．集約した情報を整理し、説明できる内容として把握しているか 

 ３．生成 AI の役割を理解し、補助的なツールとして適切に活用しているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

本科目のまとめとして、生成 AI 学習の理解度を確認するために、用語等穴埋め

確認テストを実施する。 
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□授業進行 

 以下の指導者用ガイドに従って進行する。 
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□使用教材（AI リテラシーと公務員試験 AI 対策） 
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□使用教材（用語等穴埋め確認テスト） 
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５．生成 AI 活用に関する方針・ルール・意図 

（１）傾向分析科目における生成 AI 活用の基本方針 

傾向分析科目における生成 AI 活用の基本方針は、公務員試験における傾向分析科目

の中で理解・判断・分析を支援する補助的手段として用いることにある。 

本科目は、募集要項や自治体資料、試験問題文を正確に読み取り、「何が問われて

いるのか」「どのような力が評価されているのか」を理解することを目的としてい

る。そのため、学生が主体的に情報を収集し、分析する中で、情報の分析、整理ツ

ールとして生成 AI の役割を位置づける。また、読解力や作文力の育成においては、

生成 AI は「考える代わり」ではなく、「考えるための整理・確認の道具」として位

置づける。 

 

（２）傾向分析科目における AI 活用ルール 

①生成 AI 活用のルール 

・生成 AI に解答、結論、評価を出させない 

・原文を読まずに AI の要約のみで理解したと判断しない 

・AI の出力は必ず原文と照合する 

・使用目的（整理、可視化、チェック）を明確にして使用する 

・教員の指示なく、課題解答に直接使用しない 

 

（３）傾向分析科目におけるルールの意図 

傾向分析科目では、読解力、判断力、準備の形成が学習の中心となる。その中で、

生成 AI に考えさせ、制作させ、決めさせてしまうと、学生が思考停止になり安易な

生成 AI 依存に陥る懸念がある。そうなれば、本科目が目指す公務員試験対策の土台

形成ができず合格力を育てることはできない。 

そのため、本科目では生成 AI を情報整理、効率的な取り組みを実現する補助ツール

として、厳格に運用することを徹底する。 
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７ 宮岡 良次 学校法人三友学園 理事・事務局長 

８ 坪内 浩一 学校法人坪内学園 理事長 

９ 中谷 浩美 学校法人 YIC 学院 専務理事 

10 廣瀬 智範 富山県 
経営管理部 人事企画室 

人材戦略課長 

11 森田 貴之 射水市 企画管理部 次長 

12 岩本 健嗣 公立大学法人富山県立大学 
情報工学部 

情報システム工学科 教授 

13 吉川 智 一般社団法人富山情報産業協会 専務理事 

14 小村 亮 一般社団法人生成 AI 活用普及協会 事務局次長 
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事業推進委員 

 

 

 

氏名 所属・職名 役割等 

１ 浦城 尚武 富山情報ビジネス専門学校 校長 

２ 石田 哲也 富山情報ビジネス専門学校 学事部/企画推進部 次長 

３ 清水 大樹 富山情報ビジネス専門学校 教務部 

４ 三宅 可倫 富山情報ビジネス専門学校 教務部 

５ 宮田 和樹 群馬法科ビジネス専門学校 副校長 

６ 馬場 隆信 専門学校穴吹ビジネスカレッジ  教務部長 

７ 中川 隆 龍馬情報ビジネス＆フード専門学校 校長 

８ 武下 浩史 専門学校岡山情報ビジネス学院 公務員/公務員速修学科 

学科長 

９ 石飛 美香 専門学校坪内ビジネスカレッジ 副校長 

10 橋口 浩太 YIC 公務員専門学校 教務課係長 

11 中瀬 幸子 Avintonジャパン株式会社 代表取締役 

12 島田 勝彰 合同会社ハピオブ 代表社員 

13 中本 亮 富山県 知事政策局参事・デジタル化

推進室情報システム課長 
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